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 業のࢽーࢩ、ࢬーࢬ発᥀から事業化までを一㈏したプロジ࢙クト࣐ネジ࣓ントできるయไとし

て、⏘学公連ᦠ室を新タした。࢜ーࢲー࣓イドでの౫㢗ヨ験の受クを行うようになった。 

 

㸲㸬⪃ᐹ 

 。アリング結果等から、公タヨのᆅ⊂化における࣓リットとデ࣓リットを考察したࣄ 

㸦㸯㸧බタヨࡢᆅ⊂ࢺࢵ࣓ࣜࡿࡅ࠾ 

࣓リットとしては、௨ୗのⅬが考えられる 8。 

・法ே化による意ᛮỴ定の㎿㏿化 

・ᰂ㌾なไᗘタ計 

・ᰂ㌾なண⟬㐠用 

  ༢年ᗘࡈとにண⟬の見┤しやࢩーリングはあるものの、中ᮇ計画ᮇ間一ᣓ交のため、年ᗘ

の⧞㉺や、集中配分などが可能になったこと。 

・職ဨの意識ᨵ㠉とࣔチ࣋ーࣙࢩン向上 

  ⇕心なྲྀり⤌ࡳがධ増や外部資金⋓得につながったり、ೝ⣙して、足機ჾなどのᑟධに

あてられる等。 

・ᰂ㌾なேᮦ確保 

・外部資金⋓得増ຍや⟶理法ேのᐇ 

㸦２㸧බタヨࡢᆅ⊂ࢺࢵ࣓ࣜࢹࢺࢵ࣓ࣜࡿࡅ࠾ 

・業会計方ᘧの㈈務会計ࢩステ࣒等の発生にకうイࢩࢽャルコストの発生 

・業会計方ᘧの㈈務会計ࢩステ࣒等の⥔持にకうランࢽングコストの発生 

・事務㔞の増ຍ 

㸦３㸧බタヨࡢᆅ⊂࡚࠸ࡘ 

 ᆅ方公ඹᅋయの┤Ⴀとしてパ࢛ࣇー࣐ンスをあࡆている公タヨも」ᩘ見受けられ、公タヨのᆅ⊂

化が全てではない。しかし、公タヨの㐠Ⴀ環境がᝏ化している現ᅾにおいては、公タヨの⤌⧊㐠Ⴀ

の一つとして、ᆅ⊂化することはᆅ域⏘業の⯆にᐤ与できるのではないかと考えられる。 
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大学発࣋ンチャー㉳業๓ẁ㝵のᨻᗓᨭ策の構築 

 

 
 （ᑎᓮᬛ宏㸦文部科学┬）㸪ᶓ⁁㸦川ᓮᕷۑ

 

 

 
㸯㸬はじめに 

㸯㸷㸷㸳年の科学ᢏ⾡基本法、⩣年の科学ᢏ⾡基本計画㸦➨一ᮇ）の策定、そして文部┬の⿵正ண⟬

における࣋ンチャーࣅジネスラ࣎ラトリー㸦VBL）のᩚഛにಀる事業を通じて、日本における大学発࣋

ンチャーのタ❧ᩘは、増ຍの㐨をṌࡳだす [1][2]。しかしながら、2004 年௨㝆、年間のタ❧ᩘは減少

の一㏵をたどり、現ᅾはタ❧ᩘよりも、Ύ⟬、ᗫ業等の࣋ンチャー業ᩘが増えている状ἣである[3]。

大学発࣋ンチャーの出にとって重要な要⣲はఱか。これらを分析した上で、文部科学┬では、㸰㸮㸯

㸰年から大学発新⏘業出ᣐⅬプロジ࢙クト㸦௨ୗ、「START」という。）を㛤始した。 

 本✏では、ᨻᗓが➇த的研究資金ไᗘを活用しながら大学発࣋ンチャー出ᨭを行う場合の課題

を᳨ドした上で、いかなるไᗘタ計に基づいて STARTがᐇされているかについてᴫㄝする。特に、࣋

ンチャーキャࣆタル㸦௨ୗ、「VC」という。）の関与、ᢏ⾡ࢩーࢬと VC との࣐ッチング、プレーࣖーの

パ࢛ࣇー࣐ンスの最大化というⅬに⤠る。また、ᐇ㝿に㛤始された本事業が、現ᅾまでにどのようなイ

ンパクトを与えているか、特に大学等ࢩーࢬと VC の࣐ッチングという観Ⅼから考察するとともに、

ᚋの STARTプロジ࢙クトの方向性についてゝཬする。 

 

㸰㸬大学発࣋ンチャーᨭに関するᨻ策とその課題 

 

㸰－㸯㸬研究ᡂ果最㐺展㛤ᨭプログラ࣒㸦A-STEP）㉳業ᣮᡓタイプ 

 科学ᢏ⾡ᨻ策㸦もしくは⏘業ᨻ策）におけるࢩード・アーリーẁ㝵の大学発࣋ンチャーᨭ策は、主

に研究㛤発ᨭというᙧでᐇされており、「大学発࣋ンチャー㸦業య）に対するᨭ」と、「大学発

出す大学の研究㛤発に対するᨭ」に大別される。STARTࡳンチャーを生࣋ がターࢤットとした「大学

発࣋ンチャーを生ࡳ出す大学の研究㛤発に対するᨭ」については、科学研究費⿵ຓ金やᡓ␎的造研

究᥎㐍事業もྵまれるが、特に大学発࣋ンチャーの出を目的とするᨭプログラ࣒としては、研究ᡂ

果最㐺展㛤ᨭプログラ࣒㸦A-STEP）の中に「㉳業ᣮᡓタイプ」とࡤれるᨭタイプがある。これは、

大学等の研究ᡂ果に基づく、ᡂ㛗ຊある࣋ンチャー業タ❧のための研究㛤発等をᨭするものである。 

 この「㉳業ᣮᡓタイプ」は、現ᅾのไᗘでは、大学等における研究㈐௵者㸦௨ୗ、「研究者」という。）、

㉳業ᐙ、㉳業ᨭ機関の㸱者が連ྡによりඹ同で⏦ㄳをする仕⤌ࡳとなっている。㉳業ᐙは、ᑗ来的に

事業のᡂ果によりタ❧される新会社の⤒Ⴀ㈐௵者となることが定される者であり、㉳業ᨭ機関は、

㉳業に向けた㉳業ᨭ業務をᐇする能ຊや、ᚲ要なネットワークを᭷していることがồめられている 

[4]。大学の研究者が、࣋ンチャー業の⤒Ⴀ者として会社を⤒Ⴀしていくことは、一部の外を㝖き、

基本的に㞴しいとされている。このために、「㉳業ᣮᡓタイプ」では、大学の研究㈐௵者だけでなく、

㉳業ᐙ、㉳業ᨭ機関をඹ同⏦ㄳの要件としている。このようなไᗘの場合、ᨭスキー࣒が᭷ຠに働

くためには、ඃ秀な研究者にຍえて、最㐺な㉳業ᐙと㉳業ᨭ機関の࣋ストチー࣒が⏦ㄳのẁ㝵で出来

上がっているᚲ要がある。 

 

㸰－㸰㸬「㉳業ᣮᡓタイプ」における課題 

しかしながら研究者、㉳業ᐙ、㉳業ᨭ機関の㸱者の࣋ストチー࣒が⏦ㄳのẁ㝵で出来上がっている

ケースは㠀ᖖに㝈られる。「研究者」は、「᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬ」を持った「研究をする者」である。つま

り、㸱者ではなく㸲つの要⣲㸦ᢏ⾡ࢩーࢬ、研究者、㉳業ᐙ、㉳業ᨭ機関）が⏦ㄳ時Ⅼで最㐺な⤌ࡳ

合ࢃせとなっていなけれࡤならない。 

えࢩࡤリコンバレーにおいては、スタン࢛ࣇードをはじめとする大学、エンジ࢙ル、VC、ᘚㆤኈ、

㉳業ᐙ、コンࢧルタント、ᕞᨻᗓなど、様々なேᮦのネットワークと機能がᏑᅾし、エコࢩステ࣒をᙧ
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ᡂしている[5]。ඛどᣲࡆた㸲つの要⣲が最㐺な⤌ࡳ合ࢃせとなる確⋡は、ࢩリコンバレーと日本と

ẚた場合、≀理的㊥㞳、ྛプレーࣖーの⤯対ᩘ、ネットワークのᏑᅾ等から、ᅽಽ的にࢩリコンバレ

ーのうが高いとゝえる。つまり日本においては、大学発࣋ンチャーのタに関するᅜのᨭ策を、一

⯡的な➇த的研究資金ไᗘでㅮじたとしても、㸲つの要⣲の最㐺な⤌ࡳ合ࢃせをㄏᑟするᨻ策ᢤきでは、

事業のᡂຌ確⋡はᚲ然的に低くならざるを得ない。 

ຍえて、ᨻᗓのᨭไᗘにおいては、研究者の研究費⋓得が最大の目的となるような⏦ㄳ等はᖖにᏑ

ᅾする。「㉳業ᣮᡓタイプ」においても、研究室の内部者を㉳業ᐙとࡳなして研究費の⋓得を目的とし

て⏦ㄳする場合や、㉳業ᨭの能ຊを十分持っていない機関がඹ同⏦ㄳにຍࢃる場合がある。このよう

なᥦは、ᙜ然ᑂ査によって㝖されるࢃけであるが、ᨻᗓの➇த的研究資金ไᗘにおけるᑂ査は、ᥦ

を公ᖹୟつᐈ観的に評価する機能であり、計画をసᡂするというᥦ者の機能を᭷していないため、

⏦ㄳされてくるᥦに᭷望なものが少なけれࡤ、᭷望なものを᥇ᢥできる可能性は低くなる。ゝいえ

れࡤ、A-STEPのようなᅜのᨭ事業は、ไᗘの㊃᪨に合った最㐺なᥦがなされる場合はそのຠ果を発

するが、そうでない場合は、ᢞ資㢠に対するᡂ果のつᶍは㝈定的となる。特に大学発࣋ンチャーの

出を目的とする事業にあって、大学からの㉳業に関する文化がᡂ⇍していない日本においては、᭷望な

件の᥇ᢥが㝈られる。このため、大学発࣋ンチャー出のためのᅜのᨭ事業は、評価機能にຍえて、

プロジ࢙クトを⫱ᡂする機能を⤌ࡳ㎸ࢇだไᗘがᚲ要となる。 

 

㸰－㸱㸬大学発࣋ンチャー業๓ẁ㝵における事業⫱ᡂ‽ഛの全性 

 ඛにあࡆた㸲つの要⣲のうࡕ、㉳業ᐙ、㉳業ᨭ機関の役は、事業⫱ᡂにかかる機能である。大学

の研究者は、事業化に関する知見に㛗けているࢃけではないため、大学発࣋ンチャーの出においては

特に重要な要⣲となる。 

大学発࣋ンチャーの㉳業ẁ㝵における‽ഛ状ἣにおいて、ᢏ⾡の知㈈ᡓ␎の᳨ウや、〇ရ化される〇

ရの➇合他社とのඃ性の᳨ウ、定されるᕷ場特性のᢕᥱ等については、ࡰ㸳の࣋ンチャーが行

っているというデータがある[6]。 一方、大学等発࣋ンチャーのᢪえる課題として最も多いのは、㈍㊰・

ᕷ場の㛤ᣅであり、┈確保となっている[7]。これらの㸰つのデータの▩┪をゎく一つの㘽は、業

‽ഛのጇᙜ性である。大学発࣋ンチャーが、㉳業ẁ㝵における活用機関として活用したものを上ࡆたア

ンケート結果では、㸳௨上の࣋ンチャーが大学を上ࡆている[6]。一方、インキࣗ࣋ーࣙࢩンタは

㸯㸴㸣、VCは㸯㸵㸣、コンࢧルタントは㸯㸳㸣であり、大学と⟅えた合にẚてᴟめて少ない。 

このような結果は、大学における事業化ᨭがຠ果的に行ࢃれているのかという課題をᥦ㉳している。

ンチャーを出するにᙜたっては、知㈈ேᮦ、㉳業ᐙ、VC、ᘚ理ኈ等様々なேᮦの関与が可Ḟであ࣋

る。つまり大学のᨭだけでは、その役を担うには㝈⏺があり、いかに大学等の役を⿵する機能

がᚲ要かということを上グデータは♧၀している。 

 

㸰－㸲㸬ᨻᗓ事業における᭷能な事業化ேᮦの関与とパ࢛ࣇー࣐ンスの最大化にかかる課題 

 大学発࣋ンチャーに㝈らず、ᨻᗓが様々なᨭ事業を行うにᙜたっては、一重にඃ秀なேᮦの確保と、

そのேᮦがパ࢛ࣇー࣐ンスを最大㝈に発するかにかかっているとゝっても過ゝではない。一方、ᅜの

ᨭไᗘにおいては、ᨻᗓが資金をᨭඛに౪与するため、一ᚊにはᨻᗓがᇳ行㈐௵を負っており、こ

のことがᨭඛのパ࢛ࣇー࣐ンスの最大化を㜼ᐖする要因となりうる。ᨭඛは資金的観Ⅼからは、ኻ

ᩋリスクを負ࢃないため、パ࢛ࣇー࣐ンスを最大化するインセンティࣈが働かない。ゝいえれࡤ、௬

に事業等が目的を㐩ᡂしなかったとしても、㈐௵をྲྀるのはあくまでも建๓であり、ᐇ㝿はどのような

㈐௵をྲྀるか、あいまいなまま評価される。⤒Ⴀにኻᩋしたら株主により⤒Ⴀ㝕は㎡職に㏣い㎸まれる

という、会社における⤒Ⴀ㝕と株主のような関ಀが、「ᅜ㸦株主）」と「プロジ࢙クトの㈐௵者㸦⤒Ⴀ㝕）」

との間では十分にᡂり❧っておらず、ྛプロジ࢙クトのパ࢛ࣇー࣐ンスを最大化するࢩステ࣒がない。 

 

㸱㸬大学発新⏘業出ᣐⅬプロジ࢙クト㸦START）のไᗘタ計 

ᡂ㛗ຊのある大学発࣋ンチャーをᨻᗓのᨭไᗘを活用して出していくには、ඛに㏙た様々なၥ

題をゎỴしていくᚲ要があった。このため、2012年からはじまった大学発新⏘業出ᣐⅬプロジ࢙クト

㸦START）においては、事業化ノウࣁウを持ったேᮦ㸦௨ୗ、「事業プロࣔーター」という。）を活用し、

大学等発࣋ンチャーの㉳業๓ẁ㝵からᨻᗓ資金とẸ間の事業化ノウࣁウ等を⤌ࡳ合ࢃせることにより、

リスクは高いが࣏テンࢩャルの高いᢏ⾡ࢩーࢬに関して、事業ᡓ␎・知㈈ᡓ␎を構築しつつ、ᕷ場や出

ཱྀを見ᤣえて事業化を目指すྲྀ⤌を行うことで、その課題のゎỴを目指している。 
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ᡂしている[5]。ඛどᣲࡆた㸲つの要⣲が最㐺な⤌ࡳ合ࢃせとなる確⋡は、ࢩリコンバレーと日本と

ẚた場合、≀理的㊥㞳、ྛプレーࣖーの⤯対ᩘ、ネットワークのᏑᅾ等から、ᅽಽ的にࢩリコンバレ

ーのうが高いとゝえる。つまり日本においては、大学発࣋ンチャーのタに関するᅜのᨭ策を、一

⯡的な➇த的研究資金ไᗘでㅮじたとしても、㸲つの要⣲の最㐺な⤌ࡳ合ࢃせをㄏᑟするᨻ策ᢤきでは、

事業のᡂຌ確⋡はᚲ然的に低くならざるを得ない。 

ຍえて、ᨻᗓのᨭไᗘにおいては、研究者の研究費⋓得が最大の目的となるような⏦ㄳ等はᖖにᏑ

ᅾする。「㉳業ᣮᡓタイプ」においても、研究室の内部者を㉳業ᐙとࡳなして研究費の⋓得を目的とし

て⏦ㄳする場合や、㉳業ᨭの能ຊを十分持っていない機関がඹ同⏦ㄳにຍࢃる場合がある。このよう

なᥦは、ᙜ然ᑂ査によって㝖されるࢃけであるが、ᨻᗓの➇த的研究資金ไᗘにおけるᑂ査は、ᥦ

を公ᖹୟつᐈ観的に評価する機能であり、計画をసᡂするというᥦ者の機能を᭷していないため、

⏦ㄳされてくるᥦに᭷望なものが少なけれࡤ、᭷望なものを᥇ᢥできる可能性は低くなる。ゝいえ

れࡤ、A-STEPのようなᅜのᨭ事業は、ไᗘの㊃᪨に合った最㐺なᥦがなされる場合はそのຠ果を発

するが、そうでない場合は、ᢞ資㢠に対するᡂ果のつᶍは㝈定的となる。特に大学発࣋ンチャーの

出を目的とする事業にあって、大学からの㉳業に関する文化がᡂ⇍していない日本においては、᭷望な

件の᥇ᢥが㝈られる。このため、大学発࣋ンチャー出のためのᅜのᨭ事業は、評価機能にຍえて、

プロジ࢙クトを⫱ᡂする機能を⤌ࡳ㎸ࢇだไᗘがᚲ要となる。 

 

㸰－㸱㸬大学発࣋ンチャー業๓ẁ㝵における事業⫱ᡂ‽ഛの全性 

 ඛにあࡆた㸲つの要⣲のうࡕ、㉳業ᐙ、㉳業ᨭ機関の役は、事業⫱ᡂにかかる機能である。大学

の研究者は、事業化に関する知見に㛗けているࢃけではないため、大学発࣋ンチャーの出においては

特に重要な要⣲となる。 

大学発࣋ンチャーの㉳業ẁ㝵における‽ഛ状ἣにおいて、ᢏ⾡の知㈈ᡓ␎の᳨ウや、〇ရ化される〇

ရの➇合他社とのඃ性の᳨ウ、定されるᕷ場特性のᢕᥱ等については、ࡰ㸳の࣋ンチャーが行

っているというデータがある[6]。 一方、大学等発࣋ンチャーのᢪえる課題として最も多いのは、㈍㊰・

ᕷ場の㛤ᣅであり、┈確保となっている[7]。これらの㸰つのデータの▩┪をゎく一つの㘽は、業

‽ഛのጇᙜ性である。大学発࣋ンチャーが、㉳業ẁ㝵における活用機関として活用したものを上ࡆたア

ンケート結果では、㸳௨上の࣋ンチャーが大学を上ࡆている[6]。一方、インキࣗ࣋ーࣙࢩンタは

㸯㸴㸣、VCは㸯㸵㸣、コンࢧルタントは㸯㸳㸣であり、大学と⟅えた合にẚてᴟめて少ない。 

このような結果は、大学における事業化ᨭがຠ果的に行ࢃれているのかという課題をᥦ㉳している。

ンチャーを出するにᙜたっては、知㈈ேᮦ、㉳業ᐙ、VC、ᘚ理ኈ等様々なேᮦの関与が可Ḟであ࣋

る。つまり大学のᨭだけでは、その役を担うには㝈⏺があり、いかに大学等の役を⿵する機能

がᚲ要かということを上グデータは♧၀している。 

 

㸰－㸲㸬ᨻᗓ事業における᭷能な事業化ேᮦの関与とパ࢛ࣇー࣐ンスの最大化にかかる課題 

 大学発࣋ンチャーに㝈らず、ᨻᗓが様々なᨭ事業を行うにᙜたっては、一重にඃ秀なேᮦの確保と、

そのேᮦがパ࢛ࣇー࣐ンスを最大㝈に発するかにかかっているとゝっても過ゝではない。一方、ᅜの

ᨭไᗘにおいては、ᨻᗓが資金をᨭඛに౪与するため、一ᚊにはᨻᗓがᇳ行㈐௵を負っており、こ

のことがᨭඛのパ࢛ࣇー࣐ンスの最大化を㜼ᐖする要因となりうる。ᨭඛは資金的観Ⅼからは、ኻ

ᩋリスクを負ࢃないため、パ࢛ࣇー࣐ンスを最大化するインセンティࣈが働かない。ゝいえれࡤ、௬

に事業等が目的を㐩ᡂしなかったとしても、㈐௵をྲྀるのはあくまでも建๓であり、ᐇ㝿はどのような

㈐௵をྲྀるか、あいまいなまま評価される。⤒Ⴀにኻᩋしたら株主により⤒Ⴀ㝕は㎡職に㏣い㎸まれる

という、会社における⤒Ⴀ㝕と株主のような関ಀが、「ᅜ㸦株主）」と「プロジ࢙クトの㈐௵者㸦⤒Ⴀ㝕）」

との間では十分にᡂり❧っておらず、ྛプロジ࢙クトのパ࢛ࣇー࣐ンスを最大化するࢩステ࣒がない。 

 

㸱㸬大学発新⏘業出ᣐⅬプロジ࢙クト㸦START）のไᗘタ計 

ᡂ㛗ຊのある大学発࣋ンチャーをᨻᗓのᨭไᗘを活用して出していくには、ඛに㏙た様々なၥ

題をゎỴしていくᚲ要があった。このため、2012年からはじまった大学発新⏘業出ᣐⅬプロジ࢙クト

㸦START）においては、事業化ノウࣁウを持ったேᮦ㸦௨ୗ、「事業プロࣔーター」という。）を活用し、

大学等発࣋ンチャーの㉳業๓ẁ㝵からᨻᗓ資金とẸ間の事業化ノウࣁウ等を⤌ࡳ合ࢃせることにより、

リスクは高いが࣏テンࢩャルの高いᢏ⾡ࢩーࢬに関して、事業ᡓ␎・知㈈ᡓ␎を構築しつつ、ᕷ場や出

ཱྀを見ᤣえて事業化を目指すྲྀ⤌を行うことで、その課題のゎỴを目指している。 

 

㸱－㸯㸬事業⫱ᡂにᚲ要なேᮦとᢏ⾡ࢩーࢬの最㐺な࣐ッチングのᐇ現 

 START は、研究㛤発ᨭと事業化ᨭを一య的に᥎㐍すること

が大きなᰕとなっている。通ᖖの➇த的研究資金ไᗘが、研究㛤

発ᨭを目的にしているのに対し、START は、研究㛤発ཬࡧ事業

⫱ᡂᨭを同等にᢅっている。このため、STARTは、「事業プロࣔ

ーターᨭᆺ」と「プロジ࢙クトᨭᆺ」という㸰つのᨭᆺに

よって構ᡂされているのにຍえ、プロジ࢙クト全యを࣐ネジ࣓ン

トする事業プロࣔーターࣘࢽットというேᮦࣘࢽットを公ເによ

り㑅定している。㸦ᅗ㸯） 

このようなไᗘタ計としたのには様々な理⏤があるが、一つに、

๓に指した᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬ㸦ཬࡧ研究者）と、ඃ秀な事業⫱

ᡂேᮦの࣐ッチングをᐇ現するᚲ要があったためである。 

 日の大学発࣋ンチャーがᢪえるඹ通的な課題として、๓㏙したように最㐺な事業化構や知㈈ᡓ␎

が構築できず、㈍㊰・ᕷ場の㛤ᣅや┈確保の課題が㢧ᅾ化するというၥ題に⧅がっていた。一方で VC

等は、大学等の᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬ㸦特チ）等に᪩くから╔目し、事業化構構築、プレ࣐ーケティング、

⤒Ⴀேᮦの⤂等をᐇすることはあっても、Ẹ間のリスク࣐ネーがධりこめないために、大学等が、

➇த的研究資金ไᗘ等において十分な研究㛤発資金を⋓得できるかにプロジ࢙クトの㐍䬖が౫Ꮡして

いた。 

このようなၥ題から、START においては、事業プロࣔーターというேᮦࣘࢽットを⨨き、そのࣘࢽッ

トによるプロジ࢙クト࣐ネジ࣓ントのもと、㉳業๓ẁ㝵から研究㛤発ᨭと事業⫱ᡂを一య的に᥎㐍す

ることにより㉳業๓ẁ㝵のᅜのᨭの最㐺化を行おうとするไᗘとなっている。 

 一方、ᅜがᨭするプロジ࢙クトは、研究㛤発と事業⫱ᡂの୧方が、ᨭする上で㐺ษなものである
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㸱－㸰㸬事業プロࣔーターࣘࢽットのタ定 

 START における事業プロࣔーターは、プロジ࢙クト࣐ネジ࣓ントを行う㸲ேのࣘࢽットと定⩏してい
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、クトをຠ⋡的に㑅定できる。また࢙クト㑅定において、ᑗ来の₯ᅾ的にᢞ資の可能性のあるプロジ࢙

イ࣐クトにおける研究㛤発は࢙ᨭプロジ、ࡤン機能を業๓ẁ㝵から活用することができれ࢜ࢬンࣁ

ルストンに基づき㐺ษに⟶理されるだけでなく、チー࣒にᚲ要なேᮦ等が、事業プロࣔーターのネット

ワークを活用してࡧ㎸ࢇでくることが可能となる。᭦に、ࣇンドをタする機能を活用できれࡤ、

事業プロࣔーター自らが、ᑗ来、ᅜのᨭ⤊ᚋにẸ間のリスク࣐ネーをࡧ㎸ࡴことが可能となる。

ゝいえれࣇ、ࡤンドをタする機能を持ったேᮦが、まで┤᥋的関与のなかった科学ᢏ⾡ᨻ策に

関ࢃることで、自らᢞ資したいとᛮう件をᅜの資金を活用しながら、┤᥋⫱てることができるように

なるのである。 

 

㸱－㸱㸬事業プロࣔーターのパ࢛ࣇー࣐ンスの最㐺化とᨻᗓの事業の関与  

 しかしながら、௬に VC 等が㉳業๓ẁ㝵のᨭにᚲ要な機能を持っていたとしても、ᨻᗓの事業に関

与することは㞴しい。なࡐなら、VC には VC という本業のࣅジネスがあるからであり、ᨻᗓ事業の関

与は、VC 業務にかける時間をไ⣙することになる。通ᖖ、ᅜのプロジ࢙クトに関与するேᮦの役は、

プロジ࢙クトの⤫ᣓ、評価やᑂ査である。このため、それらの業務にかかる時間等の対価は、ㅰ金や時
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給等に⟬される。しかしながら、時間的負担は、金㖹による対価௨上である。このため、᭷識者の方々

には、ᅜの事業に、࣎ランティアに㏆いᙧでᑂ査等に༠ຊしていただいているのが現状である。 

 一方で、START における事業プロࣔーターは、VC という現業を持ࡕ、ୟつ、プロジ࢙クトにおいて、

ㅰ金や時給等のே件費にあたる費用もᣐ出していない。にもかかࢃらず、事業プロࣔーターは、公ເと

いうᯟ⤌ࡳの中でᛂເし㑅定される。公ເというのは、評価を受けることと同⩏である。つまり、公ເ

の仕⤌ࡳをᨻ策の中にᑟධするということは、㑅定されたேᮦ等のパ࢛ࣇー࣐ンスを評価することを意

する。このため、ᨻ策上、公ເをᐇするということは、࣎ランティアに㏆い༠ຊという関ಀでは

可能であり、ไᗘタ計上、ᛂເ者には、評価を受けること௨上のインセンティࣈがᚲ要となる。通ᖖ、

そのインセンティࣈはே件費という資金のᣐ出というᙧでなされる。よって、START で公ເという手ẁ

をㅮじるためには、事業プロࣔーターには、ே件費௨外のインセンティࣈがᚲ要となる。 

START においては、このインセンティࣈをディールࣇローにタ定している。つまりᅜが START という

事業を㐠Ⴀすることにより、VCを中心とした事業プロࣔーターにとっては、までアプローチが㞴しか

った大学の研究ᡂ果のアプローチが容᫆となっている。ゝいえれࡤ、事業プロࣔーターになること

自యが、本業において┈を生ࡳ出す可能性を高めており、これがᛂເのインセンティࣈの一つとなっ

ている㸦ᅗ㸰）。 

 このような仕⤌ࡳは、研究者にとっ

ても┈をもたらす。本✏においてヲ

⣽はឡするが、自らのᢏ⾡ࢩーࢬに

より、本ᙜにᡂ㛗ຊのある大学発࣋ン

チャーを出したいと考える研究者

にしてࡳれࡤ、研究௨外に知見のஈし

い事業化に関する知見を、事業プロࣔ

ーター、もしくは、事業プロࣔーター

のリクルーティングする者が⿵し

てくれることになる。 

 つまり、START においては、関ಀ者

がᚲずコスト௨上に࣓リットをா受する仕⤌ࡳがᡂり❧つようタ計しており、プレーࣖー間で win-win

の関ಀを構築し、事業に持続性が出てくることを基本コンセプトとしている。 

 

㸲㸬㹑㹒㸿㹐㹒の᳨ド

ᖹᡂ㸰㸲年ᗘに事業が㛤始されたࡤかりであるため、ึ年ᗘの事業のᐇཬࡧ分析はこれからになる

が、本✏においては、ไᗘタ計上考慮した、事業プロࣔーターのインセンティࣈタ定と、事業⫱ᡂにᚲ

要なேᮦとᢏ⾡ࢩーࢬの最㐺な࣐ッチングのᐇ現の可ྰに関する㸰つのⅬについて᳨ドしたい。 

 

㸲－㸯㸬事業プロࣔーターの公ເ㸦インセンティࣈとコストのバランス） 

事業プロࣔーターを公ເするためには、そのパ࢛ࣇー࣐ンスのための評価が๓ᥦとなり、そのために

は事業に参ຍするインセンティࣈがᚲ要となることはඛに㏙た。特に、原๎としてே件費をᣐ出しな

いไᗘタ計においては、大学のᢏ⾡ࢩーࢬに┿に価್を⨨く者の㑅定を行いやすくなる一方、事業プロ

ࣔーターにᛂເするೃ⿵者の⤯対ᩘは㝈定され、⏦ㄳ者の㉁の低ୗをᣍくリスクもᅾする。 

ᖹᡂ㸰㸲年ᗘに関しては、㸵プロࣔーターࣘࢽットの㑅定に対して、㸱㸱機関のᛂເがあった。ᛂເ

要件として、ே件費のᣐ出をไ㝈した上での㸱㸱機関のᛂເであることから、ไᗘタ計の観Ⅼからは、

ᛂເ要件のタ定にጇᙜ性があったものと評価できるのではないかと考えている。 

 

㸲－㸰㸬事業プロࣔーターと᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬの࣐ッチング 

課題でゝཬした通り、ᡂ㛗ຊのある大学発࣋ンチャーを出するにᙜたっては、࣏テンࢩャルの高い

ᢏ⾡ࢩーࢬを持っていても、研究㛤発を行うだけでは十分であり、事業化に関するノウࣁウ等をもつ

ேᮦ・⤌⧊との࣐ッチングと、全యをಠ▔するプロジ࢙クト࣐ネジ࣓ントがᚲ要である。このため、特

にᆅ方においては、᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬがあっても、事業化にᚲ要なேᮦ等との࣐ッチングがなされる確

⋡が低く、結果として᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬがṚ蔵してしまう。 

START においては、大学等の研究者が事業プロࣔーターを指ྡする仕⤌ࡳをᑟධしている。研究者自

らが、ᕼ望する事業プロࣔーターを༢⊂もしくは」ᩘྡ指ྡすることを可能とし、指ྡを受けた事業プ

ᴗཧຍによるメ䝸䝑ト䠙䛆⬟力Ⓨのためのインセンテ䜱ブ䛇

䐟㉁の㧗い（ᅜの◊✲資金がᢞ下された）◊✲成果䜈のඃඛ的䜰プ䝻ー
チ（䝕䜱ールフ䝻ー）

䐠起ᴗ๓◊✲㛤Ⓨ資金⤒㈝ᢞ下分の資金上のメ䝸䝑ト
䐡成ຌ☜❧・ᢞ資効率が㧗い௳䜈のᢞ資ᶵ会
䐢䐟䡚䐡を㏻じて得られるシード௳での䝝イ䝸䝍ーンのᮇᚅ
䐣自らの評ุや評価のᮏᴗ䜈の┤᥋的利┈（ᮏᴗの資金⋓得䜈┤⤖、

ḟなる䜈のステ䝑プ等）
䐤ᅜのᴗ䜈のཧຍによる社会的評価のྥ上
䐥大Ꮫ等との㛵ಀのᵓ⠏

䠚 䛆時間、ປ力等のコスト䛇

効⏝（成果・䜰䜴トプ䝑ト）䠙䛆⬟力の᭱大Ⓨのインセンテ䜱ブ䛇䠆䛆ᴗプ䝻モー䝍ーとしての⬟力䛇

䠘䝟フ䜷ーマンスのタ定䠚
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する。このため、ᨻ策上、公ເをᐇするということは、࣎ランティアに㏆い༠ຊという関ಀでは

可能であり、ไᗘタ計上、ᛂເ者には、評価を受けること௨上のインセンティࣈがᚲ要となる。通ᖖ、

そのインセンティࣈはே件費という資金のᣐ出というᙧでなされる。よって、START で公ເという手ẁ

をㅮじるためには、事業プロࣔーターには、ே件費௨外のインセンティࣈがᚲ要となる。 

START においては、このインセンティࣈをディールࣇローにタ定している。つまりᅜが START という

事業を㐠Ⴀすることにより、VCを中心とした事業プロࣔーターにとっては、までアプローチが㞴しか

った大学の研究ᡂ果のアプローチが容᫆となっている。ゝいえれࡤ、事業プロࣔーターになること

自యが、本業において┈を生ࡳ出す可能性を高めており、これがᛂເのインセンティࣈの一つとなっ

ている㸦ᅗ㸰）。 

 このような仕⤌ࡳは、研究者にとっ

ても┈をもたらす。本✏においてヲ

⣽はឡするが、自らのᢏ⾡ࢩーࢬに

より、本ᙜにᡂ㛗ຊのある大学発࣋ン

チャーを出したいと考える研究者

にしてࡳれࡤ、研究௨外に知見のஈし

い事業化に関する知見を、事業プロࣔ

ーター、もしくは、事業プロࣔーター

のリクルーティングする者が⿵し

てくれることになる。 

 つまり、START においては、関ಀ者

がᚲずコスト௨上に࣓リットをா受する仕⤌ࡳがᡂり❧つようタ計しており、プレーࣖー間で win-win

の関ಀを構築し、事業に持続性が出てくることを基本コンセプトとしている。 

 

㸲㸬㹑㹒㸿㹐㹒の᳨ド 

ᖹᡂ㸰㸲年ᗘに事業が㛤始されたࡤかりであるため、ึ年ᗘの事業のᐇཬࡧ分析はこれからになる

が、本✏においては、ไᗘタ計上考慮した、事業プロࣔーターのインセンティࣈタ定と、事業⫱ᡂにᚲ

要なேᮦとᢏ⾡ࢩーࢬの最㐺な࣐ッチングのᐇ現の可ྰに関する㸰つのⅬについて᳨ドしたい。 

 

㸲－㸯㸬事業プロࣔーターの公ເ㸦インセンティࣈとコストのバランス） 

事業プロࣔーターを公ເするためには、そのパ࢛ࣇー࣐ンスのための評価が๓ᥦとなり、そのために

は事業に参ຍするインセンティࣈがᚲ要となることはඛに㏙た。特に、原๎としてே件費をᣐ出しな

いไᗘタ計においては、大学のᢏ⾡ࢩーࢬに┿に価್を⨨く者の㑅定を行いやすくなる一方、事業プロ

ࣔーターにᛂເするೃ⿵者の⤯対ᩘは㝈定され、⏦ㄳ者の㉁の低ୗをᣍくリスクもᅾする。 

ᖹᡂ㸰㸲年ᗘに関しては、㸵プロࣔーターࣘࢽットの㑅定に対して、㸱㸱機関のᛂເがあった。ᛂເ

要件として、ே件費のᣐ出をไ㝈した上での㸱㸱機関のᛂເであることから、ไᗘタ計の観Ⅼからは、

ᛂເ要件のタ定にጇᙜ性があったものと評価できるのではないかと考えている。 

 

㸲－㸰㸬事業プロࣔーターと᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬの࣐ッチング 

課題でゝཬした通り、ᡂ㛗ຊのある大学発࣋ンチャーを出するにᙜたっては、࣏テンࢩャルの高い

ᢏ⾡ࢩーࢬを持っていても、研究㛤発を行うだけでは十分であり、事業化に関するノウࣁウ等をもつ

ேᮦ・⤌⧊との࣐ッチングと、全యをಠ▔するプロジ࢙クト࣐ネジ࣓ントがᚲ要である。このため、特

にᆅ方においては、᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬがあっても、事業化にᚲ要なேᮦ等との࣐ッチングがなされる確

⋡が低く、結果として᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬがṚ蔵してしまう。 

START においては、大学等の研究者が事業プロࣔーターを指ྡする仕⤌ࡳをᑟධしている。研究者自

らが、ᕼ望する事業プロࣔーターを༢⊂もしくは」ᩘྡ指ྡすることを可能とし、指ྡを受けた事業プ

ᴗཧຍによるメ䝸䝑ト䠙䛆⬟力Ⓨのためのインセンテ䜱ブ䛇

䐟㉁の㧗い（ᅜの◊✲資金がᢞ下された）◊✲成果䜈のඃඛ的䜰プ䝻ー
チ（䝕䜱ールフ䝻ー）

䐠起ᴗ๓◊✲㛤Ⓨ資金⤒㈝ᢞ下分の資金上のメ䝸䝑ト
䐡成ຌ☜❧・ᢞ資効率が㧗い௳䜈のᢞ資ᶵ会
䐢䐟䡚䐡を㏻じて得られるシード௳での䝝イ䝸䝍ーンのᮇᚅ
䐣自らの評ุや評価のᮏᴗ䜈の┤᥋的利┈（ᮏᴗの資金⋓得䜈┤⤖、

ḟなる䜈のステ䝑プ等）
䐤ᅜのᴗ䜈のཧຍによる社会的評価のྥ上
䐥大Ꮫ等との㛵ಀのᵓ⠏

䠚 䛆時間、ປ力等のコスト䛇

効⏝（成果・䜰䜴トプ䝑ト）䠙䛆⬟力の᭱大Ⓨのインセンテ䜱ブ䛇䠆䛆ᴗプ䝻モー䝍ーとしての⬟力䛇

䠘䝟フ䜷ーマンスのタ定䠚

 

ロࣔーターのࡳが、研究者のᢏ⾡ࢩーࢬにアプローチできる。 

ᅗ㸱は、ᑂ査ጤဨ会にかかった件のうࡕ、➨一ẁ㝵で

研究者が、ձ㸯つの事業プロࣔーターを༢⊂指ྡする場合

㸦༢㢪）、ղ」ᩘの事業プロࣔーターを、ඃඛ㡰をつけて

」ᩘྡ指ྡする場合㸦」ᩘ）、ճඃຎをつけずに全プロࣔー

ターを一ᩧに指ྡする場合㸦一ᩧ）の合を♧したもので

ある。ここでὀ目すきはղཬࡧճの場合である。ձの場

合は、START がᐇされる๓から、事業プロࣔーターと研

究者がおい᪤知の関ಀであった場合が多いと定される。

一方、ղཬࡧճは、STARTを通じて、ึ めて関ಀを構築する場合に㑅ᢥされることが多いと定される。

つまり、本プロジ࢙クトがなけれ࣐ࡤッチングがᐇ現しなかったものであり、までであれࡤ᭷望なᢏ

 。があってもṚ蔵していた可能性があるものであるࢬーࢩ⾡

ᐇ㝿、ղཬࡧճをあࢃせて、⣙ 45㸣のプロジ࢙クト㸦ᢏ⾡ࢩーࢬ）が、事業プロࣔーターに見出され、

ᑂ査ጤဨ会に᥎⸀されている。このことは、START が、᭷望なࢩーࢬとプロࣔーターの࣐ッチングの場

として一定のᡂ果を上ࡆている可能性を♧၀している。 

 

㸳㸬まとめ 

 START は、大学発࣋ンチャーを出するためのᅜの新たなྲྀり⤌ࡳである。ไᗘタ計にᙜたっては、

大学発࣋ンチャーを出するにᙜたってᚲ要なேᮦのᅜのプロジ࢙クトの関与、関与するேᮦのパࣇ

 。をᑟධしているࡳ⤌ッチング等の仕࣐の最㐺なࢬーࢩ⾡ンスの最大化、ேᮦとᢏ࣐ー࢛

また本✏ではゝཬしなかったが、ྛ事業プロࣔーターࣘࢽットは、㸯൨㸳༓⛬ᗘのண⟬の中で、

」ᩘプロジ࢙クトを同時に࣐ネジ࣓ントすることがồめられている。いࢃゆる࣏ート࢛ࣇリ࢜のᴫ念を

ᛂ用しており、ᢞ資リスクの分ᩓとプロジ࢙クト間の相ຠ果等を≺っている。 

ຍえて、プロジ࢙クトのᛂເᮇ間も通ᖖの➇த的資金ไᗘよりも㛗い㸱ࣨ᭶間としただけでなく、研

究者がᛂເᙜึにᥦ出する書㢮はᐇ㉁㸰ᯛ⛬ᗘと、ᴟめて⡆₩なものとしている。これにより、ࣘーザ

ーである研究者がᛂເしやすいไᗘタ計とし、᭷望なᢏ⾡ࢩーࢬのṚ蔵リスクのᅇ㑊を≺っている。 

さらに、ᖹᡂ㸰㸲年ᗘは、VCが事業プロࣔーターとして活㌍しているが、ᑗ来、自らがその機能を発

することにより、リスク࣐ネーのㄏᘬに⧅がることをᮇᚅしている。 

一方で、START には課題も山✚している。えࡤ、VC がࣇンドレイࢬ機能を᭷しているとしても、

ᐇ㝿にࣇンドを⤌ᡂできるかは、⤒῭状ἣに౫Ꮡしたᢞ資ᐙのᢞ資動向や VC の能ຊに౫Ꮡするとこ

ろが大きい。また、業した大学発࣋ンチャーが、㈍㊰・ᕷ場を㛤ᣅし、┈を確保するためには、ᙜ

ึからୡ⏺ᕷ場を目指していくᡓ␎を持つことが可Ḟである。このためには、事業プロࣔーターがᕷ

場のࢽーࢬ等を⇍知するだけでなく、ᑗ来的にᅜ㝿ᕷ場に事業展㛤をᅗるのに᭷なネットワークや知

見を᭷していることがᚲ要である。よって、事業のᡂྰが、ඃ秀な事業プロࣔーターの確保に大きく౫

Ꮡしており、そのリスクᅇ㑊の仕⤌ࡳも᭦なる᳨ウ課題である。そして、このような仕⤌ࡳをᐇ現する

ことにより、ᚋ、START が、㸰㸮㸮㸳年௨㝆している大学発࣋ンチャーの業をࡧ活性化し、

大学発࣋ンチャーが日本⤒῭の新㝞代ㅰのドライࣅング࢛ࣇースとなることをᮇᚅしたい。 
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